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今週のキーワード

次世代電池競争
Naイオン、Siアノード、SCMが焦点
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160
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3.3億
ドル

Li-S市場(33年)

今週の全20記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 EV用Naイオン電池 市場動向
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

ナトリウムイオン電池がEV二輪・都市型EV向けに商
用化段階へ移行、中国メーカーが2026年乗用車展開
を計画し、サプライチェーン多様化に貢献。

#02
Naイオン電池熱暴走ゼ
ロ

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○

中国科学院が自己保護機能を持つ重合性難燃性電解質
(PNE)を開発し、ナトリウムイオン電池で世界初の熱
暴走ゼロを達成、商用化へ大きく前進。

#03
GDIシリコンアノード
資金

企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

GDI社が1500万ドル調達し、バインダー・炭素添加物
不要の完全シリコンアノードの初期製造を加速、エネ
ルギー密度350Wh/kgを達成。

#04
サレー大Si-CNTアノー
ド

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

サレー大学がシリコンの体積膨張を克服する垂直配向
CNT複合アノード(VISiCNT)を開発、3500mAh/g超
の可逆容量を達成。

#05 Li-S電池市場動向 市場概観
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

リチウム硫黄電池が多硫化物シャトル効果克服へ進展
、2033年までに市場が3億ドル超に成長予測され、EV
・航空宇宙で期待。

#06 廃酸・プラから水素 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

ケンブリッジ大学が廃バッテリー酸とプラスチック廃
棄物から太陽光で水素と新プラスチックを生成する「
酸光分解」を開発、循環経済に貢献。

#07 欧州ブラックマス精製 市場レポ
ート

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

欧州のバッテリー廃棄物からのブラックマス精製産業
が2036年までに19.8億ドルに成長予測、EVバッテリ
ー需要と規制強化が牽引。

#08 BESS火災試験新基準 解説記事
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

グリッドスケールBESSの安全性評価でシステムレベ
ル火災試験(LSFT)が新基準に、コンポーネントレベル
では不十分との認識が拡大。

#09 EV販売回復と金属需要 市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

3月の世界EV販売が力強く回復し、リチウム、ニッケ
ル、コバルト、グラファイトなどバッテリー金属の持
続的な需要成長への期待が高まる。

#10
Solidion
Li-S/Siアノード

企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Solidion TechnologyがLi-S電池で380Wh/kg、シリ
コンアノード技術で特許出願、AIデータセンター向け
UPSも発表し次世代バッテリーを推進。

#11 EV次世代電池比較 技術比較
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●

2026年のEVバッテリーはLFP、全固体、ナトリウム
イオンが並行発展、特にナトリウムイオンは低コスト
・極寒適応性で商用化加速。

#12 経産省SCM課題 政策提言
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

経産省が地政学リスクと中国の重要鉱物規制強化を受
け、日本企業の中国依存度60%超の脆弱性を指摘し、
国内製造基盤強化を提言。
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#13 亜鉛-ヨウ素フロー電池 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

亜鉛-ヨウ素フロー電池が大規模エネルギー貯蔵向け
に技術進展、PST添加剤で開放電圧向上、安全性・エ
ネルギー密度・費用対効果が魅力。

#14 BYD NaイオンBESS 製品発表
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

BYDがグリッドスケール向けナトリウムイオンBESS
製品を発表、EVから定置型貯蔵へと応用拡大し、リチ
ウムイオン依存度軽減に貢献。

#15
商用EV一体型バッテリ
ー

技術解説
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

商用EV向けに冷却と荷重支持を一体化したアルミニウ
ムベースのバッテリーシステムを開発、重量・体積削
減と熱管理効率向上を実現。

#16 ESS Inc.資金調達 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

ESS Inc.が3100万ドル調達し、鉄フローバッテリー
技術とLDESソリューションの開発・展開を加速、グ
リッド安定化に貢献。

#17 インドNaイオン入札 政策動向
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

インド政府が高度バッテリー生産で130GWhの入札を
受領、Faradionのナトリウムイオン技術に注目し、国
内サプライチェーン強化へ。

#18 欧州Naイオン資金流入 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

欧州のナトリウムイオンバッテリースタートアップが
資金調達を完了、リチウムイオン代替として投資家の
信頼高まり、量産商用化を加速。

#19
中国PV・蓄電の黄金時
代

市場概観
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○

中国が太陽光発電・蓄電・充電産業で「新たな黄金時
代」に突入、河南省が2027年までに56GWの分散型P
V設備追加を計画。

#20 充電技術の再考 技術解説
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

「プログレードバッテリー充電器」技術が進化、充電
アルゴリズム・熱管理・電力供給の最適化でバッテリ
ー性能と寿命を向上。

●●●●○ 高 ●●●○○ 中高 ●●○○○ 中 ●○○○○ 低 | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ ナトリウムイオン電池の台頭は、貴社のEV・BESS戦略をどう変えるか？
中国勢がEVやグリッド蓄電向けナトリウムイオン電池の商用化を加速し、熱暴走ゼロ技術も登場。リチウムフリー、低コ
スト、安全性向上は魅力的だが、既存のリチウムイオン電池サプライチェーンへの影響は避けられない。貴社はNaイオン
電池を補完材と捉えるか、代替材と捉えるか、具体的なロードマップは明確か？

❷ 重要鉱物サプライチェーンリスクに対し、国内製造基盤強化は十分か？
経産省が中国の重要鉱物・バッテリー関連規制強化を指摘し、日本企業の中国依存度60%超の脆弱性を警告。国内での材
料生産やリサイクル技術への投資は進んでいるか？地政学リスクが高まる中、安定調達と経済安全保障を両立させるため
の具体的な対策は講じられているか？

❸ 次世代アノード材料（シリコン、Li-S）への投資判断は適切か？
シリコンアノードは350Wh/kg、Li-S電池は380Wh/kgと高エネルギー密度化が進む。しかし、シリコンの体積膨張やLi-
Sのサイクル寿命といった課題は残る。これらの技術が実用化段階に移行する中で、貴社はどの技術に、いつ、どれだけ
の資源を投入すべきか、その判断基準は明確か？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

NaイオンSiアノード

SCMリスク

リサイクル BESS安全

フロー電池

中国戦略

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● Naイオン 注意 リチウム依存低減、コスト 中国勢先行、市場奪取

● Siアノード 注意 高エネ密度、EV性能 技術難易度、競争激化

● SCMリスク 脅威大 国内基盤強化 資源規制、調達難

● リサイクル 機会大 資源循環、新事業 技術確立、規制対応

● BESS安全 機会大 高安全性需要増 開発コスト増

● フロー電池 参考 長期蓄電、非Li系 実用化時間、競争

● 中国戦略 脅威大 巨大市場連携 競争激化、技術標準
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深掘り ① ― Naイオン電池「熱暴走ゼロ」の衝撃
#02 | 2026/04/10 | Energy Storage - ESS News | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

中国科学院物理研究所が、自己保護機能を持つ重合性難燃性電解質（PNE）を開発し、アンペアアワーレベルのナトリ
ウムイオン電池で世界初の「熱暴走ゼロ」を達成した。PNEは熱吸収、その場での熱重合による物理バリア形成、電極
保護層用のデュアルソルトシステムという3つの防御メカニズムを統合している。市販の原材料を利用可能で、費用対
効果と拡張性も高い。

この技術は、ナトリウムイオン電池の最大の懸念の一つであった安全性を根本的に解決する可能性を秘めている。特に
グリッド蓄電や電気自動車（EV）といった大規模・高容量用途での採用を大幅に加速させると期待される。エネルギー
密度ではリチウムイオン電池に劣るものの、安全性の優位性が市場の選択基準に大きな影響を与えるだろう。

▶ 技術者の視点

「熱暴走ゼロ」はバッテリー業界の長年の夢であり、この発表は極めて重要だ。アンペアアワーレベル
での実証は基礎研究の域を出ており、実用化に向けた大きな一歩と評価できる。ただし、PNEの長期安
定性、サイクル寿命への影響、そして量産時のコストと製造プロセス適合性については、さらなる検証
が必要だ。特に、電解液の重合反応がバッテリーの内部抵抗や出力特性に与える影響は慎重に見極める
べきだろう。 【機会】日本の材料メーカーは、PNEのような機能性電解質材料の開発で先行できる可能
性がある。セルメーカーは、この技術を導入することで製品の安全性と信頼性を飛躍的に向上させ、競
争優位性を確立できる。 【脅威】中国がこの分野で先行しているため、日本企業は技術キャッチアップ
と差別化戦略を急ぐ必要がある。安全性に関する新標準が中国主導で形成されるリスクもある。 【次の
アクション】R&D;部門はPNEの技術詳細を深掘りし、自社の電解質開発ロードマップへの影響を評価せ
よ。経営企画部門は、Naイオン電池の安全性向上による市場シフトの可能性を再評価し、戦略を見直す
こと。

深掘り ② ― 日本の製造基盤を揺るがすSCMリスク
#12 | 2026/04/15 | 経済産業省 | 技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●●●

経済産業省の中間報告は、地政学リスクと国際競争激化の中、国内製造基盤強化の喫緊の必要性を指摘。中国がレアア
ース、グラファイトなどの重要鉱物に加え、2025-2026年にはバッテリー関連の生産設備、材料、技術への輸出規制を
強化すると発表。日本企業の60%以上が中国から主要原材料や部品を調達しており、サプライチェーンの脆弱性が浮き
彫りになった。

この報告は、単なる経済問題に留まらず、日本の経済安全保障上の深刻な課題を提起している。特に、次世代バッテリ
ー材料の安定調達は、EVや蓄電システムといった成長産業の生命線であり、特定の国への過度な依存は国家的なリスク
となる。サプライチェーンの多角化、国内生産能力の強化、友好国との連携が急務である。
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▶ 技術者の視点

経産省の報告は、日本の製造業が直面する現実を突きつけている。中国の規制強化は、バッテリー材料
サプライチェーンに直接的な影響を与えるため、楽観視はできない。特にグラファイトは負極材の主要
原料であり、代替調達や国内生産の目処が立たなければ、日本のバッテリー産業全体が停滞する恐れが
ある。 【機会】国内での材料生産やリサイクル技術への投資を加速させることで、新たな産業を育成し
、サプライチェーンのレジリエンスを高めることができる。友好国との連携による共同開発や資源確保
も重要だ。 【脅威】中国の規制強化は、原材料価格の高騰や安定供給の困難さを招き、日本のバッテリ
ーメーカーやEVメーカーの競争力を低下させる。技術移転規制は、日本のR&D;活動にも影響を及ぼす
可能性がある。 【次のアクション】調達部門は、中国からの輸入依存度が高い重要鉱物・材料について
、代替調達先の緊急リストアップとリスク評価を即時実施せよ。R&D;部門は、国内での代替材料開発や
リサイクル技術の確立に向けたロードマップを再構築せよ。経営企画部門は、サプライチェーンの多角
化と国内投資に関する具体的な戦略を策定し、政府との連携を強化すること。
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深掘り ③ ― シリコンアノード商業化へ加速するGDI
#03 | 2026/04/15 | Environment+Energy Leader | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●○○

GDI社が1,500万ドルの資金調達に成功し、シリコンアノード技術の初期製造を加速する。同社はドイツとニューヨー
ク州にロール・ツー・ロール生産ラインを設置予定。GDIの技術は、従来のグラファイトアノードをバインダーや炭素
添加物不要の完全シリコンベースに置き換え、PECVDプロセスで製造効率化を図る。第三者試験で350Wh/kg、1000
Wh/Lのエネルギー密度、高速充電、-40°Cでの安定動作が確認された。

シリコンはグラファイトの約10倍のリチウム貯蔵容量を持つが、充放電時の体積膨張が課題だった。GDIの技術はこれ
を克服し、既存製造インフラを活用して2031年までにギガワット時規模の生産能力を目指す。これはEVバッテリーの
小型化・軽量化、航続距離延伸に大きく貢献する可能性を秘めている。

▶ 技術者の視点

GDIの発表は、シリコンアノードの商業化が着実に進んでいることを示す。350Wh/kgというエネルギ
ー密度は、現在のリチウムイオン電池を大きく上回るものであり、EVの航続距離を飛躍的に伸ばす可能
性を秘めている。PECVDという確立された工業プロセスを用いる点は、量産化への現実的なアプローチ
として評価できる。ただし、シリコンアノードの長期サイクル安定性、特に高負荷環境下での性能維持
、そしてコスト競争力については、今後の実証データが待たれる。 【機会】日本の材料メーカーは、G
DIのような新興企業との連携や、独自のシリコンアノード技術開発を加速させることで、次世代バッテ
リー市場での存在感を高めることができる。EVメーカーは、この技術を採用することで製品の差別化を
図れる。 【脅威】GDIが米国・欧州で生産基盤を確立しようとしているため、日本企業はグローバルな
競争に巻き込まれる。技術開発の遅れは、市場シェアの喪失に直結する可能性がある。 【次のアクショ
ン】R&D;部門はGDIのPECVDプロセスと材料特性を詳細に分析し、自社のシリコンアノード開発戦略
に反映させよ。調達部門は、GDIの技術動向を注視し、将来的なサプライヤー候補としての評価を開始
せよ。

その他の注目記事
EV産業のバッテリー供給課題を緩和するナトリウムイオン電池の可能性 (EV Infrastructure News)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

Naイオン電池がEV二輪・都市型EV向けに商用化段階へ。中国メーカーが2026年乗用車展開を計画しており、リチウム
サプライチェーンの多様化に貢献する。

BYDがグリッドスケール向けナトリウムイオンBESS製品を発表、市場への影響は (cdenq.sr)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

BYDがグリッドスケール向けNaイオンBESSを発表。EVだけでなく定置型貯蔵への応用拡大は、Naイオン電池の本格
商用化とリチウム依存軽減の動きを加速させる。

中国における太陽光発電・蓄電・充電産業の新たな黄金時代到来 (Industry Exhibition Report)
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●

中国が太陽光・蓄電・充電産業で「新たな黄金時代」に突入。河南省の56GW分散型PV計画は、巨大なBESS需要を生
み出し、日本の関連企業にも影響大。

サレー大学、シリコンとCNTを組み合わせた革新的リチウムイオン電池アノードを開発 (EEPower)
技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●○○

シリコンの体積膨張問題をCNTで克服するVISiCNTアノードは、3500mAh/g超の可逆容量を達成。基礎研究段階だが
、将来のLiイオン電池性能を大きく変える可能性を秘める。

欧州におけるバッテリー原材料「ブラックマス」のアップグレード・精製産業の成長予測（2026-2036年） (Future Market Insights)
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○
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欧州のブラックマス精製市場が2036年までに19.8億ドルに成長予測。EVバッテリー需要とリサイクル規制強化が牽引
し、循環経済構築の重要性が高まる。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【調達】中国経済産業省のバッテリー関連規制強化に関する詳細情報を収集し、自社のサプライチェーンへの影
響を緊急で評価すること。

• 【R&D;】ナトリウムイオン電池の熱暴走ゼロ技術（PNE）に関する論文を精読し、安全性向上へのアプローチ
を検討すること。

• 【経営企画】Naイオン電池の市場動向（EV、BESS）を再確認し、自社の製品ポートフォリオへの影響を議論
すること。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】シリコンアノード技術（GDI、サレー大学など）の進展を詳細に調査し、自社のアノード材料開発ロ
ードマップへの影響を評価すること。

• 【材料メーカー】Naイオン電池向け電解質材料、アノード材料（ハードカーボン等）の開発状況をベンチマー
クし、協業の可能性を探ること。

• 【EV設計】商用EV向け構造-熱一体型バッテリーシステムのコンセプトを検討し、既存設計との比較評価を行う
こと。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画】重要鉱物サプライチェーンの多角化戦略を具体化し、国内製造基盤強化に向けた投資計画を策定す
ること。

• 【R&D;】Li-S電池やフロー電池など、非リチウム系次世代蓄電技術の長期的な実用化ロードマップを策定し、
基礎研究投資の優先順位を見直すこと。

• 【調達/生産】バッテリーリサイクル技術（ブラックマス精製、廃酸活用など）への投資を検討し、循環型サプ
ライチェーン構築に向けたパートナーシップを模索すること。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-04-21
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EV産業のバッテリー供給課題を緩和するナトリウムイオ
ン電池の可能性

概要

ナトリウムイオン電池は、電動二輪車や都市型電気自動車（EV）向けに商業開発段階
へと移行しており、最大400kmの航続距離を実現しています。中国メーカーは2026年
中の乗用車への幅広い展開を見据え、生産ラインを積極的に構築しています。その最

大の利点は、リチウムイオン電池に比べて原材料が豊富であり、サプライチェーンの
大きな優位性を提供することです。かつてはナトリウムイオンのサイズが大きいため
にエネルギー密度で劣っていましたが、CATLが160Wh/kgの電池を発表するなど、こ

の性能差は縮小しています。ナトリウムイオン電池は、低コストで資源が豊富な代替
手段を提供することで、EV分野のバッテリーサプライチェーンを多様化し、充電イン
フラを強化し、電動モビリティへの移行を加速させる重要な役割を担うでしょう。

公開日 2026年04月13日  International Business Analysis  International



詳細

背景

電気自動車（EV）市場の急速な拡大は、バッテリー供給の安定性とその原材料の持続可
能性を喫緊の課題として浮上させています。特にリチウムイオン電池の主要材料である
リチウム、コバルト、ニッケルなどは、供給の偏りや価格変動のリスクを抱えていま
す。このような状況下で、次世代の代替バッテリー技術としてナトリウムイオン電池が
注目されており、その商用化に向けた動きが加速しています。

主要内容

ナトリウムイオン電池は現在、初期段階の商用開発を進めており、特に電動二輪車や都
市部で使用されるEVにおいて実証が進んでいます。一部のモデルでは、1回の充電で約
400kmの航続距離を達成しており、都市型の利用シナリオにおいては十分な性能を示し
ています。中国の主要バッテリーメーカーは、2026年を通じて乗用車への本格的な導入
を見据え、大規模な生産ラインの構築に投資しています。この技術の最大の強みは、そ
の原材料であるナトリウムが地球上に豊富に存在することです。これにより、リチウム
イオン電池が直面する原材料供給の制約や地政学的リスクを大幅に軽減できる可能性を
秘めています。

歴史的に、ナトリウムイオン電池はリチウムイオン電池に比べてエネルギー密度が低い
という課題を抱えていました。これは、リチウムイオンに比べてナトリウムイオンのサ
イズが大きいことに起因します。しかし、近年この性能差は急速に縮まっており、CATL

のような大手企業はすでに160Wh/kgのエネルギー密度を持つナトリウムイオン電池を
発表しています。これは、初期のEV用リチウムイオン電池に匹敵するレベルであり、技
術進化の速さを示しています。



影響と展望

ナトリウムイオン電池の商用化は、EV産業のバッテリーサプライチェーンに多大な影響
を与えると考えられます。低コストで原材料が豊富なナトリウムイオン電池は、リチウ
ムイオン電池の代替というよりは、むしろ補完的な役割を果たすことで、バッテリー供
給全体の多様化に貢献します。これにより、特定の原材料への依存度を下げ、サプライ
チェーンのレジリエンス（回復力）を高めることができます。さらに、低コスト化はEV

の普及を加速させ、充電インフラの整備と相まって、より広範なユーザー層への電動モ
ビリティの浸透を促すでしょう。長期的には、ナトリウムイオン電池は定置型蓄電シス
テムや低速EVなど、コストと安全性、資源の安定供給が特に重視される分野で主導的な
地位を確立し、エネルギー転換を支援する重要な技術となることが期待されます。

元記事: https://www.evinfrastructurenews.com/ev-battery/could-sodium-ion-batteries-ease-the-ev-

industry-s-battery-supply-challenge-

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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熱暴走ゼロを達成：ナトリウムイオン電池の安全性に関す
る画期的な進展

概要

中国科学院物理研究所の研究者たちは、自己保護機能を持つ重合性難燃性電解質
（PNE）を開発し、ナトリウムイオン電池の安全性に革命的な進歩をもたらしまし
た。この技術は、アンペアアワーレベルのナトリウムイオン電池で世界初の「熱暴走

ゼロ」を実現し、商用化に向けた重要な一歩となります。PNE材料は、熱吸収、その
場での熱重合による物理バリア形成、電極保護層用のデュアルソルトシステムという3

つの防衛メカニズムを通じて、能動的な熱遮断を提供します。この新規電解質システ

ムは市販の原材料を利用するため、費用対効果が高く、産業用途への拡張性も備えて
います。この開発は、中核的な安全性の懸念を解消することで、特にグリッド蓄電や
電気自動車におけるナトリウムイオン技術の採用を大幅に加速させる可能性がありま

す。

公開日 2026年04月10日  Energy Storage - ESS News  China



詳細

背景

次世代バッテリー技術として期待されるナトリウムイオン電池は、その豊富な原材料と
低コスト性から、リチウムイオン電池の有望な代替品と見なされています。しかし、あ
らゆるバッテリーシステム、特に高エネルギー密度を持つものにとって、安全性の確保
は商用化における最も重要な課題の一つです。中でも、過充電や外部からの衝撃によっ
て引き起こされる熱暴走は、深刻な火災や爆発のリスクを伴い、その解決が強く求めら
れていました。

主要内容

中国科学院物理研究所の研究チームは、ナトリウムイオン電池の熱暴走リスクを根本的
に排除する画期的な技術を開発しました。彼らが開発したのは、自己保護機能を有する
「重合性難燃性電解質（PNE）」であり、これによりアンペアアワー（Ah）レベルのナ
トリウムイオン電池で「熱暴走ゼロ」という世界初の成果を達成したと報告されていま
す。このPNE材料は、従来の電解質とは異なり、3つの独自の防御メカニズムを統合し
ています。第一に、熱を吸収する機能によって初期の温度上昇を抑制します。第二に、
異常な発熱が始まった際に、その場で重合反応を起こし物理的なバリア層を形成しま
す。これにより、熱の伝播を効果的に遮断し、セル全体の温度上昇を抑制します。第三
に、電極表面に保護層を形成するデュアルソルトシステムを採用することで、電極の安
定性を高め、副反応を抑制します。さらに、この革新的な電解質システムは、すでに市
販されている原材料を使用して製造可能であるため、製造コストを抑えつつ、大規模な
産業応用へのスケーラビリティも備えている点が特筆されます。



影響と展望

「熱暴走ゼロ」のナトリウムイオン電池は、エネルギー貯蔵技術の安全性基準を大きく
引き上げる可能性を秘めています。この技術的ブレークスルーは、特にグリッドスケー
ルの大規模蓄電システムや、電気自動車（EV）といった高容量バッテリーが求められる
分野において、ナトリウムイオン技術の導入を大幅に加速させるでしょう。これまでは
安全性の懸念が商用化の大きな障壁となっていましたが、今回の開発により、その懸念
が払拭されることで、投資家やユーザーの信頼獲得に繋がり、市場への普及を後押しす
ると考えられます。また、費用対効果が高く、拡張性に優れたPNE材料の採用は、ナト
リウムイオン電池全体のコスト削減にも貢献し、持続可能なエネルギー社会の実現に向
けた重要な一歩となるでしょう。

元記事: https://www.ess-news.com/2026/04/10/researchers-make-significant-advancement-into-

thermal-runaway-free-sodium-ion-batteries/

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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GDI、1,500万ドルの資金調達でシリコンアノード技術の
商業化を加速

概要

GDI社は、シリコンアノード技術の開発から初期製造への移行を加速させるため、
1,500万ドルの資金調達に成功しました。同社はドイツとニューヨーク州にロール・ツ
ー・ロール生産ラインを設置する計画です。GDIの革新的な技術は、従来のグラファイ

トアノードを完全にシリコンベースの代替品に置き換え、これまで性能を制限しサプ
ライチェーンのリスクとなっていたバインダーや炭素添加物を不要にします。確立さ
れた工業プロセスであるプラズマエンハンスト化学気相堆積（PECVD）を利用するこ

とで、製造工程を効率化します。第三者機関の試験では、最大350Wh/kgおよび
1000Wh/Lのエネルギー密度、高速充電、-40°Cまでの安定動作といった顕著な性能向
上が示されています。この資金調達と技術アプローチは、米国と欧州の既存製造イン

フラを活用し、2031年までにギガワット時規模の生産能力を達成することで、シリコ
ンアノードの商業化を加速させることを目指しています。

公開日 2026年04月15日  Environment+Energy Leader  United States



詳細

背景

リチウムイオン電池のエネルギー密度向上は、電気自動車（EV）の航続距離延長や携帯
電子機器の性能向上に不可欠です。現在の主流であるグラファイトアノードは理論上の
限界に近づいており、より高い容量を持つ新素材への期待が高まっています。シリコン
はグラファイトの約10倍のリチウム貯蔵容量を持つため、次世代アノード材料として大
きな注目を集めていますが、充放電時の大きな体積変化に伴う電極の劣化が課題となっ
ていました。

主要内容

GDI社は、シリコンアノード技術の商業化を推進するため、1,500万ドルの資金調達ラウ
ンドを完了しました。この資金は、ドイツとニューヨーク州にロール・ツー・ロール方
式の初期生産ラインを設置し、量産体制を確立するために活用されます。GDIの革新的
な技術は、従来のグラファイトアノードを、バインダーや炭素添加物を一切含まない完
全にシリコンベースのアノードに置き換えるものです。これらの添加物は、これまでバ
ッテリー性能を制限し、サプライチェーン上のリスク要因となっていました。製造プロ
セスには、確立された工業技術であるプラズマエンハンスト化学気相堆積（PECVD）を
採用しており、これにより標準的な製造工程のいくつかを省略し、生産効率を向上させ
ています。

第三者機関による試験結果は、GDIのシリコンアノードが顕著な性能向上を達成してい
ることを示しています。具体的には、エネルギー密度は最大350 Wh/kgおよび1000

Wh/Lに達し、これは現在のリチウムイオン電池を大きく上回る値です。さらに、高速
充電性能や、極めて低い温度（-40°C）でも安定して動作する能力が確認されていま
す。これは、EVが直面する寒冷地での性能低下という課題を解決する上で重要な進歩で
す。



影響と展望

GDIの資金調達と技術的アプローチは、シリコンアノードの商業化を加速させ、EVバッ
テリー市場に大きな変革をもたらす可能性を秘めています。シリコンアノードの採用に
より、バッテリーパックの小型化・軽量化、そして航続距離の飛躍的な向上が期待でき
ます。また、製造プロセスの効率化はコスト削減にも繋がり、EVの普及をさらに後押し
するでしょう。同社は、米国と欧州の既存の製造インフラを活用することで、2031年ま
でにギガワット時（GWh）規模の生産能力を確立することを目指しており、これは世界
的なバッテリー供給体制において重要な役割を果たすことになるでしょう。シリコンア
ノードの普及は、バッテリーの性能限界を押し上げ、持続可能なモビリティ社会の実現
に大きく貢献すると期待されています。

元記事: https://environmentenergyleader.com/stories/gdi-advances-silicon-anodes-with-15m-funding-

boost,121767

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://environmentenergyleader.com/stories/gdi-advances-silicon-anodes-with-15m-funding-boost,121767
https://environmentenergyleader.com/stories/gdi-advances-silicon-anodes-with-15m-funding-boost,121767


サレー大学、シリコンとCNTを組み合わせた革新的リチウ
ムイオン電池アノードを開発

概要

サレー大学の研究者たちは、シリコンと垂直配向カーボンナノチューブ（CNT）を組
み合わせた新しいリチウムイオン電池アノードを開発しました。この設計は、充電時
にシリコンが経験する体積膨張の問題を克服することを目指しています。シリコンは

グラファイトよりはるかに高いリチウム貯蔵容量を提供しますが、膨張によるひび割
れや劣化が商業化の障壁でした。新しいVISiCNT（Vertically Integrated Silicon-Carbon

Nanotube）構造は、銅箔上に高密度なCNTを直接成長させ、その上にシリコンをコー

ティングすることで、膨張に耐える導電性足場を作り出します。この革新的なアノー
ド設計は、高いエネルギー貯蔵容量と向上したサイクル安定性を同時に達成するとい
う有望な結果を示しています。VISiCNTアーキテクチャは、一部の構成で3500mAh/g

を超える可逆容量を達成しており、これはシリコンの理論限界に近く、グラファイト
を大幅に上回る性能です。

公開日 2026年04月17日  Tech Insights - EEPower  United Kingdom



詳細

背景

リチウムイオン電池の性能向上、特にエネルギー密度の最大化は、電気自動車（EV）や
ポータブル電子機器の進化において不可欠な要素です。現行のアノード材料であるグラ
ファイトの理論容量は限界に近づいており、より高い容量を持つ材料が求められていま
す。その中で、シリコンはグラファイトの約10倍の理論容量を持つため、次世代アノー
ド材料の最有力候補とされてきました。しかし、シリコンはリチウムイオンを吸蔵する
際に最大300%もの大幅な体積膨張を起こし、これが電極の機械的劣化、導電性の喪
失、そして寿命の短縮につながるという深刻な課題を抱えており、商業化を阻んできま
した。

主要内容

英国サレー大学の研究チームは、シリコンの体積膨張問題に対処するため、革新的なリ
チウムイオン電池アノードを開発しました。この新しいアノードは、シリコンと垂直配
向カーボンナノチューブ（CNT）を組み合わせたもので、「Vertically Integrated Silicon-

Carbon Nanotube (VISiCNT)」構造と名付けられています。この設計の核となるのは、
高密度なCNTを直接銅箔上に成長させ、そのCNTの「森」のような構造の上にシリコン
を薄くコーティングするというアプローチです。CNTは、その優れた電気伝導性と機械
的強度により、シリコンが充放電に伴って膨張・収縮する際に生じる応力を緩和し、電
極構造を安定させる「足場」として機能します。

このVISiCNT構造により、シリコンは膨張してもひび割れや剥離を起こしにくくなり、
電極としての安定性と導電性を維持できます。研究結果は、この革新的なアノード設計
が、従来のシリコン単体やシリコン-グラファイト複合材料と比較して、大幅な性能向
上を示すことを明らかにしました。特に、高いエネルギー貯蔵容量と優れたサイクル安
定性を同時に達成しており、一部の構成では3500 mAh/gを超える可逆容量を記録して
います。これはシリコンの理論限界値に極めて近い値であり、グラファイトの理論容量
（約372 mAh/g）を大きく上回るものです。



影響と展望

サレー大学によるVISiCNTアノードの開発は、シリコンベースのリチウムイオン電池の
商用化を加速させる上で非常に重要な意味を持ちます。この技術が実用化されれば、バ
ッテリーのエネルギー密度が飛躍的に向上し、EVの航続距離の大幅な延伸や充電回数の
削減、さらにはポータブル電子機器の長時間駆動が可能になります。また、サイクル安
定性の向上はバッテリー寿命の延長に繋がり、製品の信頼性とコスト効率を高めます。
この研究は、ナノ材料の精密な設計がいかにバッテリー性能のボトルネックを解消し、
持続可能なエネルギー社会の実現に貢献できるかを示す好例です。今後、この技術の大
規模生産に向けた課題解決と、実際の製品への統合が注目されます。

元記事: https://eepower.com/tech-insights/battery-research-targets-performance-recycling-and-

dendrites/

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://eepower.com/tech-insights/battery-research-targets-performance-recycling-and-dendrites/
https://eepower.com/tech-insights/battery-research-targets-performance-recycling-and-dendrites/


リチウム硫黄（Li-S）電池技術の探求：市場の最新動向と
将来性

概要

リチウム硫黄（Li-S）電池技術は、効率的で軽量、持続可能なエネルギーへの需要増加
に牽引され、有望な次世代エネルギー貯蔵ソリューションとして台頭しています。こ
れらの電池は、従来のリチウムイオンシステムよりも大幅に高いエネルギー密度を提

供し、電気自動車、再生可能エネルギー統合、航空宇宙用途に理想的です。寿命を縮
める多硫化物シャトル効果という課題にもかかわらず、ナノテクノロジー、材料科
学、電解質設計における最近の進歩がこれらの問題に積極的に対処しています。世界

のLi-S電池市場は2025年の5,300万ドルから2033年には3億3,040万ドルへと大幅な成長
が見込まれており、技術への信頼の高まりを反映しています。さらに、Li-S電池は、従
来の電池で使用されるコバルトやニッケルと比較して、硫黄が豊富で安価かつ環境に

優しいという点で、高い持続可能性プロファイルを有しています。

公開日 2026年04月14日  Global Market Intelligence  International



詳細

背景

世界中でカーボンニュートラルへの移行が進む中、より高効率で、軽量、かつ持続可能
なエネルギー貯蔵ソリューションへの需要が飛躍的に高まっています。特に、電気自動
車（EV）や再生可能エネルギーの統合、さらには航空宇宙といった分野では、既存のリ
チウムイオン電池の性能限界を超える次世代技術が求められています。こうした背景か
ら、リチウム硫黄（Li-S）電池が、その優れた理論エネルギー密度と豊富な原材料か
ら、非常に有望な候補として注目されています。

主要内容

リチウム硫黄電池は、理論上、現行のリチウムイオン電池を大幅に上回るエネルギー密
度を提供できる可能性を秘めています。これは、正極に安価で環境負荷の低い硫黄を利
用し、負極にリチウム金属を用いることで、単位質量あたりのエネルギー貯蔵量を最大
化できるためです。この特性は、EVの航続距離延伸、ドローンの飛行時間延長、航空宇
宙機器の軽量化など、多岐にわたる応用において大きなメリットをもたらします。しか
し、Li-S電池には、硫黄正極の利用率低下や、充放電サイクル中に生成される多硫化物
が電解液中に溶け出し、シャトル現象を引き起こして容量劣化やサイクル寿命の短縮を
招くという長年の課題がありました。

近年、この多硫化物シャトル効果を抑制するため、ナノテクノロジー、先進的な材料科
学、そして革新的な電解質設計の分野で目覚ましい進歩が見られています。例えば、硫
黄をカーボン材料の細孔内に閉じ込めたり、特殊なセパレーターやポリマー電解質を用
いることで、多硫化物の移動を物理的・化学的に阻害する研究が活発に行われていま
す。これらの技術的進展は、Li-S電池のサイクル寿命と安定性を大幅に改善し、商用化
への道を拓きつつあります。

市場調査によると、世界のLi-S電池市場は今後数年間で大幅な成長が見込まれていま
す。2025年には5,300万ドルであった市場規模が、2033年には3億3,040万ドルに達する
と予測されており、この技術に対する業界全体の信頼と期待の高まりを明確に示してい
ます。



影響と展望

リチウム硫黄電池の普及は、エネルギー貯蔵産業全体に大きな影響を与えるでしょう。
まず、コバルトやニッケルのような希少で高価な材料への依存度を低減できるため、バ
ッテリーの製造コスト削減とサプライチェーンの安定化に貢献します。硫黄は地球上に
豊富に存在し、比較的安価で環境負荷も低いため、Li-S電池は非常に持続可能性の高い
ソリューションと言えます。これにより、EVのさらなる普及、再生可能エネルギー（太
陽光、風力など）の大規模なグリッド統合、さらには航空機や船舶といった特殊な用途
でのエネルギー転換が加速されるでしょう。技術的課題は依然として残るものの、研究
開発の進展と市場の拡大予測は、Li-S電池が次世代エネルギー貯蔵の中核を担う強力な
候補であることを示しています。

元記事: https://intelligencestudy.exblog.jp/36434430/

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://intelligencestudy.exblog.jp/36434430/


使用済み自動車バッテリー酸とプラスチック廃棄物から水
素と新プラスチックを生成：ケンブリッジ大学の画期的な
研究
公開日 2026年04月15日  Science News Portal  United Kingdom



概要

ケンブリッジ大学の研究者たちは、使用済み自動車バッテリーから回収された酸とリ
サイクル困難なプラスチック廃棄物を活用する革新的な太陽光発電反応器を開発しま
した。この「酸光分解」と呼ばれる画期的な手法は、廃棄プラスチックをエチレング

リコールのような化学ビルディングブロックに変換し、さらに太陽光に曝すことでク
リーンな水素と酢酸を生成し、2つの主要な廃棄物ストリームに同時に対処します。偶
然の発見により、腐食性酸に耐える堅牢な光触媒が見つかり、通常中和・廃棄される

使用済みバッテリーの硫酸を有効利用する道が開かれました。この反応器は、高い水
素収率と260時間以上安定した動作を研究室試験で実証しています。この循環経済アプ

ローチは、ナイロンやポリウレタンのような困難なプラスチックにも適用可能であ
り、現在の化学ベースのリサイクル方法に代わる持続可能で低コストな選択肢を提供
する可能性があります。



詳細

背景

現代社会は、プラスチック廃棄物の増大と、使用済みバッテリーの処理という二つの深
刻な環境問題に直面しています。特に、ナイロンやポリウレタンのようなリサイクルが
難しいとされるプラスチックは、多くが焼却または埋め立て処分され、環境負荷となっ
ています。また、自動車用鉛蓄電池から排出される硫酸は、その腐食性のため通常中和
処理後に廃棄され、資源として再利用される機会は限られていました。これらの廃棄物
ストリームを同時に、かつ持続可能な形で解決する技術の開発が強く求められていまし
た。

主要内容

ケンブリッジ大学の研究者チームは、これらの課題に対し、革新的な太陽光発電反応器
を開発しました。このシステムは、「酸光分解（acid photoreforming）」と呼ばれる手
法を用いて、使用済み自動車バッテリーから回収した硫酸と、リサイクル困難なプラス
チック廃棄物を同時に処理します。具体的には、廃棄プラスチックを化学分解してエチ
レングリコールなどの有用な化学ビルディングブロックへと変換します。さらに、これ
らの生成物を太陽光に曝すことで、クリーンな水素ガスと酢酸に変換することに成功し
ました。

この研究における重要な発見は、腐食性の高い硫酸環境下でも安定して機能する堅牢な
光触媒の「偶然の発見」でした。この触媒の存在により、通常は廃棄される使用済みバ
ッテリーの硫酸を反応器内で再利用することが可能となり、廃棄物問題の解決に貢献し
ます。研究室での試験では、この反応器が高い水素収率を達成し、260時間以上にわた
って性能低下なく安定稼働することが実証されました。これは、実用化に向けた大きな
一歩となります。



影響と展望

このケンブリッジ大学の研究は、複数の廃棄物ストリームに同時に対処する、極めて有
望な循環経済アプローチを提示しています。使用済み自動車バッテリーの硫酸を廃棄物
から有用な資源へと転換し、同時にリサイクル困難なプラスチックをクリーンな水素や
新たな化学原料へと変換できるため、環境負荷の大幅な低減が期待できます。水素はク
リーンなエネルギーキャリアとして注目されており、その製造プロセスが廃棄物処理と
統合されることは、資源効率の最大化と持続可能性の向上に直結します。現在の化学ベ
ースのリサイクル方法と比較して、より安価で持続可能な代替手段となる可能性があ
り、特にナイロンやポリウレタンなど、これまで処理が困難であったプラスチックのリ
サイクルに新たな道を開くでしょう。この技術が商業化されれば、廃棄物管理とクリー
ンエネルギー生産の両分野において、画期的な影響をもたらすことが期待されます。

元記事: https://www.goodnewsnetwork.org/researchers-turn-car-battery-acid-and-plastic-waste-into-

clean-hydrogen-and-new-plastic/

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.goodnewsnetwork.org/researchers-turn-car-battery-acid-and-plastic-waste-into-clean-hydrogen-and-new-plastic/
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欧州におけるバッテリー原材料「ブラックマス」のアップ
グレード・精製産業の成長予測（2026-2036年）

概要

欧州におけるバッテリー廃棄物からバッテリーグレード材料を生成するブラックマ
ス・アップグレード・精製産業は、2026年の5億4,000万ドルから2036年には19億8,000

万ドルへと大幅な成長が見込まれています。この成長は、前駆体材料の現地供給ニー

ズと、新規正極生産における再生材への依存度増加に牽引されています。水熱冶金プ
ロセスが、高純度の回収物生成に有効なため、2026年には68.0%の市場シェアを占め
る主要な処理経路となると予想されます。電気自動車（EV）バッテリーが精製ブラッ

クマスの主要な最終用途であり、自動車用バッテリー製造からの強い需要と、バッテ
リーパスポートやリサイクル含有量に関する規制強化が反映されています。リチウム
とコバルトの回収義務化が進む中で、安定した抽出効率と純度が再生材を正極サプラ

イチェーンに統合する鍵となり、業界の見通しはさらに改善されています。

公開日 2026年04月16日  Future Market Insights  Europe



詳細

背景

電気自動車（EV）市場の急速な拡大に伴い、使用済みバッテリーの増加は避けて通れな
い課題となっています。これらのバッテリーから有用な金属を回収し、再びバッテリー
材料として利用する「循環経済」の確立は、資源の持続可能性、サプライチェーンの安
定化、そして環境負荷の低減のために不可欠です。特に欧州では、バッテリーのライフ
サイクル全体における規制強化が進んでおり、使用済みバッテリーからの原材料回収が
重要な産業分野として発展しています。

主要内容

欧州におけるバッテリー廃棄物から「ブラックマス」を回収し、さらにこれをバッテリ
ーグレードの原材料へとアップグレード・精製する産業は、今後10年間で目覚ましい成
長を遂げると予測されています。市場調査によると、この産業の評価額は2026年の5億
4,000万ドルから、2036年には19億8,000万ドルへと急拡大する見込みです。この成長の
主な推進要因は、バッテリー前駆体材料の現地供給を確保する必要性が高まっているこ
と、そして新たなバッテリーセルの製造において、リサイクルされたインプット材料へ
の依存度が増加している点にあります。

精製プロセスにおいては、水熱冶金が主要な経路として位置付けられています。この方
法は、高純度の回収材料を効率的に生成できるため、2026年には市場シェアの68.0%を
占めると予想されています。回収されたバッテリー材料の主要な最終用途は、引き続き
電気自動車（EV）バッテリーです。これは、自動車用バッテリー製造からの堅調な需要
に加え、バッテリーパスポート制度の導入やリサイクル材料含有量に関する規制の強化
が、業界の動向を強く規定していることを示しています。

欧州連合（EU）の規制では、リチウムやコバルトなどの重要鉱物の回収率について、義
務的な閾値が設定されつつあります。このような法規制の進展は、回収システムの技術
革新と効率向上を促し、安定した抽出効率と高純度の維持が、リサイクルされた材料を
新規正極材のサプライチェーンに統合するための鍵となっています。これにより、業界
全体の信頼性が高まり、さらなる投資と成長が期待されています。



影響と展望

欧州におけるブラックマス・アップグレード・精製産業の成長は、持続可能なバッテリ
ーバリューチェーンの構築に不可欠な要素です。この産業の発展は、域内での原材料供
給の自立性を高め、地政学的なリスクに対するレジリエンスを強化します。また、リサ
イクルによる資源の有効活用は、新規採掘による環境負荷を低減し、カーボンニュート
ラル社会の実現に貢献します。今後、技術革新とコスト効率の改善が進むことで、リサ
イクルバッテリー材料は新規材料と競争力を持つようになり、バッテリー製造における
主要な供給源となるでしょう。これにより、欧州はクリーンエネルギー技術におけるリ
ーダーシップをさらに強化し、世界のバッテリー産業において重要な役割を担うことが
期待されます。

元記事: https://www.futuremarketinsights.com/reports/black-mass-upgrading-and-refining-for-battery-

grade-materials-industry-in-europe

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.futuremarketinsights.com/reports/black-mass-upgrading-and-refining-for-battery-grade-materials-industry-in-europe
https://www.futuremarketinsights.com/reports/black-mass-upgrading-and-refining-for-battery-grade-materials-industry-in-europe


グリッドスケールBESSの安全性評価：システムレベルの
火災試験が新たな基準に

概要

世界中で、特にオーストラリアのような市場でユーティリティ規模のバッテリーエネ
ルギー貯蔵システム（BESS）が急速に展開される中、火災リスク評価の焦点は単なる
法令遵守から、プロジェクトの実現可能性における重要な考慮事項へと移行していま

す。近年のバッテリー火災事故は、コンポーネントレベルの認証だけでは不十分であ
ることを浮き彫りにし、実世界の厳しい火災条件下でBESSシステム全体がどのように
振る舞うかを理解する必要性を強調しています。システムレベル火災試験（LSFT）

は、完全なBESS設備の封じ込め、熱伝播、事故後の運用可能性といった側面を評価す
る新たな基準として浮上しました。LSFTの結果はサイト固有の設計や規制審査に取っ
て代わるものではありませんが、BESSプロジェクトの規模拡大と重要インフラへの近

接化が進むにつれて、火災リスク評価、保険会社との交渉、システム設計最適化に不
可欠なデータを提供します。

公開日 2026年04月14日  Global Industry Analysis  International



詳細

背景

電力グリッドへの再生可能エネルギーの統合が進むにつれて、大規模なバッテリーエネ
ルギー貯蔵システム（BESS）の導入が世界的に加速しています。特にオーストラリアの
ような市場では、グリッドの安定化と電力供給の信頼性向上のために、ユーティリティ
規模のBESSが不可欠なインフラとなっています。しかし、これに伴い、大規模バッテリ
ーシステム特有の安全性、特に火災リスクへの懸念が浮上しています。過去に発生した
BESS火災事故は、個々のバッテリーセルやモジュールレベルでの安全性認証だけでは、
システム全体としてのリスクを十分に評価できないという課題を露呈させました。

主要内容

このような背景から、BESSの火災リスク評価における新たなベンチマークとして「シス
テムレベル火災試験（LSFT）」が急速に普及しています。LSFTは、バッテリーシステム
を構成する個々の部品やモジュールだけでなく、実際に設置されるであろう完全なBESS

設備（例えば、コンテナ型ユニット全体）が、現実世界の厳しい火災条件下でどのよう
に振る舞うかを評価するものです。この試験では、火災の封じ込め能力、隣接するセル
やモジュール、さらにはコンテナ間への熱伝播の有無、そして事故発生後のシステムの
運用可能性といった多岐にわたる側面が検証されます。

具体的なLSFTの成果としては、例えば、発火源となったコンテナが1,300℃を超える高
温に曝された場合でも、隣接するコンテナへの熱伝播を効果的に防止し、構造的完全性
と機能を維持できることが実証された事例があります。これは、大規模BESSの設計にお
いて、事故発生時の被害拡大を最小限に抑えるための重要な知見となります。LSFTによ
って得られるデータは、単なる法令遵守を超え、実際のプロジェクトの実現可能性を左
右する重要な要素と見なされるようになっています。



影響と展望

システムレベル火災試験の普及は、グリッドスケールBESSの安全性設計と運用に関する
業界標準を大きく進化させるものです。LSFTの成果は、個々の設置サイトの特定の設計
要件や規制当局の審査に完全に取って代わるものではありませんが、火災リスク評価の
精度を大幅に向上させ、保険会社との交渉においてより客観的なデータを提供し、シス
テムの設計最適化に不可欠な情報を提供します。BESSプロジェクトが大規模化し、送電
網や重要インフラに近接して設置されることが増えるにつれて、LSFTによる包括的な安
全性評価の重要性は一層増していくでしょう。これにより、安全性が確保された上で
BESSの導入が加速し、再生可能エネルギーの安定供給と電力グリッドのレジリエンス向
上に貢献することが期待されます。

元記事: https://www.ess-news.com/2026/04/14/why-system-level-fire-testing-is-becoming-the-new-

benchmark-for-grid-scale-bess-safety/

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ess-news.com/2026/04/14/why-system-level-fire-testing-is-becoming-the-new-benchmark-for-grid-scale-bess-safety/
https://www.ess-news.com/2026/04/14/why-system-level-fire-testing-is-becoming-the-new-benchmark-for-grid-scale-bess-safety/


EV販売回復がバッテリー金属需要の見通しを押し上げ

概要

3月の世界的な電気自動車（EV）販売は力強く回復し、リチウム、ニッケル、コバル
ト、グラファイトなどの重要なバッテリー原材料の持続的な需要成長への期待を再確

認させました。Benchmark Mineral Intelligenceの報告によると、3月に世界で175万台
のEVが販売され、2026年第1四半期の合計は約400万台に達し、年初の低迷から市場の
勢いが回復していることを示しています。特に欧州は、3月に50万台以上のEVを販売

し、前月比72%増、前年同期比37%増という顕著な成長を遂げ、補助金支援と燃料価
格高騰が後押ししました。この欧州およびアジアの一部での堅調な実績は、中国メー
カーの輸出による短期的な需給不均衡があるものの、2026年を通じてバッテリー原材

料の需要が好調に推移するとの見通しを裏付けています。資源セクターにとって、EV

普及の強化トレンドは、不可欠なバッテリー投入材料への持続的な需要に対する新た

な自信を提供します。

公開日 2026年04月14日  The Assay magazine  International



詳細

背景

世界の電気自動車（EV）市場は、近年急速な成長を遂げている一方で、経済状況や政策
変動により一時的な減速が見られることもありました。EVの普及は、リチウム、ニッケ
ル、コバルト、グラファイトといったバッテリー原材料の需要に直接的な影響を与える
ため、市場の動向は資源セクターにとって極めて重要です。特に、原材料価格の安定性
や供給の確保は、バッテリー製造コストやEV価格に直結するため、業界全体の注目を集
めています。

主要内容

2026年3月の世界的なEV販売は、顕著な回復を示し、重要なバッテリー原材料の需要が
持続的に増加するという予測を裏付ける形となりました。 Benchmark Mineral

Intelligenceの報告によると、3月には世界中で175万台のEVが販売され、2026年第1四半
期の総販売台数は約400万台に達しました。これは、年初の比較的緩やかなスタートか
ら、市場が再び勢いを取り戻していることを明確に示しています。

特に欧州市場が今回の成長の主要な牽引役となりました。3月には50万台以上のEVが欧
州で販売され、これは前月比で72%増、前年同期比で37%増という大幅な伸びを記録し
ました。この好調な販売は、各国政府によるEV購入補助金の継続的な支援と、ガソリン
価格の高騰が消費者のEVシフトを後押しした結果と考えられます。欧州およびアジアの
一部地域におけるこのような力強い実績は、中国メーカーの輸出による短期的な需給バ
ランスの変動があるものの、2026年全体を通じてバッテリー原材料への堅調な需要が続
くという見通しを裏付けています。

影響と展望

EV販売の回復は、バッテリー原材料市場にポジティブな影響をもたらし、資源セクター
に新たな自信を与えます。持続的なEV需要は、リチウム、ニッケル、コバルト、グラフ
ァイトといった重要鉱物の探査、採掘、精製への投資を促進するでしょう。これによ
り、バッテリー供給チェーン全体の安定化と、将来的なEV需要拡大への対応能力が強化
されます。また、原材料価格の安定は、バッテリー製造コストの予測可能性を高め、EV

メーカーがより競争力のある価格で製品を提供することを可能にします。



長期的には、EV市場の成長は、バッテリー技術の進化と並行して、新たな原材料の探索
やリサイクル技術の発展を促す要因となります。持続可能な資源調達と循環経済の構築
は、EV産業全体の持続可能性を高める上で不可欠なテーマであり、このトレンドは今後
も加速していくと予想されます。今回の販売回復は、クリーンエネルギーへの移行が不
可逆的な流れであることを再確認させ、関連産業全体に長期的な成長機会を提供するも
のです。

元記事: https://www.theassay.com/articles/ev-sales-rebound-lifts-outlook-for-battery-metals/

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.theassay.com/articles/ev-sales-rebound-lifts-outlook-for-battery-metals/


Solidion TechnologyがLi-Sおよびシリコンアノード技術
で次世代バッテリーを推進

概要

Solidion Technologyは、2025年通期の決算を発表し、次世代バッテリー技術における
大きな進展を強調しました。特に、Li-S電池技術では380Wh/kgのエネルギー密度を達
成し、短期目標として450Wh/kgを目指すと報告されています。この進歩は、主要EV

バッテリーメーカーによって検証されており、低コストでコバルト・ニッケルフリ
ー、現行リチウムイオン電池の約2倍のエネルギー密度を持つ電池のビジョンを推進し
ます。さらに、同社は費用対効果の高いシリコンアノード技術に関して複数の米国特

許を出願しており、先進バッテリー材料へのコミットメントを示しています。また、
AIデータセンター向けUPSバッテリーシステム「PEAKシリーズ」を発表し、高性能な
5500シリコンカーボンアノードセルを搭載しています。これらの開発は、高エネルギ

ーシリコンアノードとリチウム硫黄化学の両方において、進化するエネルギー貯蔵需
要に対応するためのSolidionの集中的な取り組みを示しています。

公開日 2026年04月16日  Taiwan News  Taiwan



詳細

背景

電気自動車（EV）やデータセンターの急速な成長は、より高エネルギー密度、低コス
ト、そして持続可能なバッテリーソリューションへの強い需要を生み出しています。特
に、コバルトやニッケルといった希少金属への依存度を低減しつつ、既存のリチウムイ
オン電池の性能を大幅に上回る技術が次世代バッテリーの主戦場となっています。こう
した背景の下、リチウム硫黄（Li-S）電池やシリコンアノード技術が、その可能性から
注目を集めています。

主要内容

Solidion Technologyは、2025年度の事業および財務実績を発表し、次世代バッテリー技
術における顕著な進歩を明らかにしました。同社は特に、リチウム硫黄（Li-S）バッテ
リー技術において画期的な成果を達成したと報告しています。現在、同社のLi-Sセルは
380 Wh/kgという高いエネルギー密度を達成しており、近い将来には450 Wh/kgを目指
すとしています。この高いエネルギー密度は、著名なEVバッテリーメーカーによってそ
の性能が検証されており、低コストでコバルトやニッケルを含まないバッテリーの実
現、さらには現在のリチウムイオン電池の約2倍のエネルギー密度を実現するという
Solidionのビジョンを強力に後押しするものです。

Li-S電池の利点は、硫黄が地球上に豊富に存在し、比較的安価であること、そしてリチ
ウム金属を負極に用いることで非常に高い理論容量を持つ点にあります。Solidionの進
歩は、Li-S電池の長年の課題であったサイクル寿命や安定性を克服しつつあることを示
唆しています。

Li-S電池に加えて、Solidionは費用対効果の高いシリコンアノード技術に関しても複数の
米国特許を出願しており、先進的なバッテリー材料開発への同社の継続的な注力を示し
ています。シリコンはグラファイトに比べて約10倍の理論容量を持つため、アノード材
料として非常に有望ですが、充放電時の体積膨張による劣化が課題でした。Solidionの
技術は、この課題を克服し、高エネルギー密度化とコスト効率を両立させることを目指
しています。



さらに、同社はAIデータセンター向けに特別に設計された先進的なUPS（無停電電源装
置）バッテリーシステム「PEAKシリーズ」を発表しました。この新シリーズには、
Solidionが開発した高性能な5500シリコンカーボンアノードセルが組み込まれており、
データセンターのような高負荷環境での信頼性と性能向上に貢献します。これは、同社
の技術がEVだけでなく、定置型蓄電システムへの応用も視野に入れていることを示して
います。

影響と展望

Solidion TechnologyのLi-S電池およびシリコンアノード技術における進展は、次世代エ
ネルギー貯蔵ソリューションの商業化を大きく加速させる可能性を秘めています。Li-S

電池の高エネルギー密度化は、EVの航続距離を大幅に延長し、ドローンや航空宇宙分野
での応用を拡大するでしょう。また、コバルト・ニッケルフリーであることは、バッテ
リーのサプライチェーンリスクを低減し、持続可能性とコスト競争力を向上させます。
シリコンアノードの進歩は、既存のリチウムイオン電池の性能限界をさらに押し上げ、
幅広い用途でのバッテリー性能向上に寄与します。特に、AIデータセンター向けのPEAK

シリーズは、急速に拡大する高負荷なITインフラストラクチャにおけるエネルギー貯蔵
の重要性を鑑みれば、重要な市場をターゲットとしています。これらの技術が実用化さ
れれば、クリーンエネルギーへの移行とデジタル社会の発展を強力に支援する基盤とな
ることが期待されます。

元記事: https://www.taiwannews.com.tw/en/news/6341501

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.taiwannews.com.tw/en/news/6341501


EV市場における次世代バッテリー技術比較：LFP、ナトリ
ウムイオン電池の現状と展望

概要

2026年のEVバッテリー技術は、LFPバッテリーの普及拡大、全固体電池の開発加速、
そしてナトリウムイオン電池の商業化という複数のトレンドが同時に進行していま
す。ナトリウムイオン電池は、リチウムフリーであり、極寒環境に適応し、バッテリ

ー化学組成の中で最も材料コストが低いという特徴があります。主要プレイヤーであ
るCATL、BYD、HiNaは、すでにその商用化を推進しており、エネルギー密度は100-

160 Wh/kgです。CATLは世界EVバッテリー市場の約37%を占め、バッテリー交換サー

ビスや海洋用途への多角化も進めています。NMCバッテリーは高エネルギー密度で長
航続距離に優れる一方、LFPとナトリウムイオン電池は、安全性、長寿命、コスト優位
性で勢いを増しています。これは、EV市場が多様なバッテリー技術によってセグメン

ト化されつつあることを示唆しています。

公開日 2026年04月11日  BLADE NOTE  日本



詳細

背景

電気自動車（EV）市場の拡大は、バッテリー技術の急速な進化によって牽引されていま
す。航続距離、充電速度、安全性、そしてコストは、消費者がEVを選択する上で重要な
要素であり、これらの性能向上を目指して様々なバッテリー化学組成が開発競争を繰り
広げています。2026年現在、EVバッテリー技術は特定の技術に収斂するのではなく、
多様なニーズに応えるべく複数の技術が並行して発展する多角的な局面を迎えていま
す。

主要内容

2026年版のEVバッテリー技術比較では、主に以下の3つのトレンドが同時に進行してい
ることが指摘されています。

1. LFP（リン酸鉄リチウム）バッテリーの普及拡大： LFPバッテリーは、その高い安全
性、優れたサイクル寿命、そして低コスト性から、特にエントリーレベルやミドルレン
ジのEV、および商用車市場で急速に普及しています。エネルギー密度ではNMC（ニッ
ケル・マンガン・コバルト）系バッテリーに劣るものの、熱安定性に優れ、原材料コス
トが安定している点が強みです。

2. 全固体電池の開発加速： 究極の次世代バッテリーとして位置づけられる全固体電池
は、高エネルギー密度、高安全性、高速充電の可能性を秘めており、世界中の企業が実
用化に向けて開発を加速させています。

3. ナトリウムイオン電池の商業化： ナトリウムイオン電池は、LFPや全固体電池と並び、
重要な新興技術として認識されています。主要なバッテリーメーカーであるCATL、
BYD、HiNaなどが、すでにその商用化を積極的に推進しています。

特にナトリウムイオン電池については、以下の特徴が挙げられます。

リチウムフリー： リチウムを使用しないため、希少金属への依存を減らし、サプラ
イチェーンの安定化に貢献します。

極寒環境での適応性： 比較的低温環境下でも性能が低下しにくい特性を持ちます。

低材料コスト： 原材料であるナトリウムが地球上に豊富に存在するため、他のバッ
テリー化学組成と比較して最も低い材料コストを実現できます。

エネルギー密度： 現在のところ、エネルギー密度は100〜160 Wh/kg程度とされてい
ますが、技術進歩によりこのギャップは縮まりつつあります。



EVバッテリー市場のリーダーであるCATLは、世界市場の約37%のシェアを誇り、その戦
略は多角化を進めています。バッテリー交換サービスや、船舶などの海洋用途へのバッ
テリー供給事業にも参入し、技術とビジネスモデルの両面で市場を牽引しています。

影響と展望

EVバッテリー市場は、単一の「最適な」バッテリー技術へと収斂するのではなく、各技
術の特性を活かした多様なセグメントへと分化していくことが予想されます。NMCバ
ッテリーは引き続き高エネルギー密度と長航続距離を求めるプレミアムEV市場を支える
一方で、LFPとナトリウムイオン電池は、安全性、長寿命、そしてコスト競争力を重視
する市場セグメントでその存在感を増すでしょう。

市場の多様化： エントリーレベルEV、都市型EV、商用車、定置型蓄電システムな
ど、様々な用途に合わせて最適なバッテリー技術が選択されるようになります。

サプライチェーンのレジリエンス： ナトリウムイオン電池の普及は、リチウムやコ
バルトといった特定資源への依存度を低減し、グローバルサプライチェーンの強靭化
に貢献します。

持続可能なモビリティの加速： 低コスト化と安全性の向上は、EVのさらなる普及を
促し、世界のカーボンニュートラル目標達成に向けた重要な推進力となります。

今後も、各バッテリー技術の研究開発は加速し、それぞれの強みを活かした市場展開が
進むことで、より多様で持続可能なEV社会が実現されるでしょう。

元記事: https://blade-note.com/ev-battery-tech-guide-2026/

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://blade-note.com/ev-battery-tech-guide-2026/


経済安全保障の視点から見た日本の製造基盤強化と重要鉱
物サプライチェーンの課題

概要

日本の経済産業省（METI）の中間報告は、地政学的リスクと国際競争の激化の中、国
内製造基盤の強化の喫緊の必要性を指摘しています。非軍事的手段の地政学的紛争へ
の利用が経済的国策を拡大させ、重要物資のサプライチェーンを混乱させるリスクが

高まっていることを強調しています。報告書は特に、中国がレアアース、ガリウム、
ゲルマニウム、グラファイトなどの重要鉱物に対する輸出規制を強化し、2025年と
2026年にはバッテリー関連の生産設備、材料、技術への追加規制を発表したことに言

及しています。日本企業の60%以上が中国から主要原材料や部品を調達している現状
も明らかにされており、日本のサプライチェーンの脆弱性と、多様化および国内能力
強化の緊急性が浮き彫りになっています。

公開日 2026年04月15日  経済産業省  日本



詳細

背景

近年、国際社会では地政学的な緊張が高まり、経済活動が国家間の競争や紛争の道具と
して用いられる事例が増加しています。これに伴い、サプライチェーンの脆弱性が露呈
し、半導体や重要鉱物といった戦略物資の安定供給が国家安全保障上の喫緊の課題とし
て認識されるようになりました。日本も例外ではなく、特定の国への原材料依存度が高
い現状は、経済安全保障の観点から製造基盤の強化とサプライチェーンの多様化を不可
避なものとしています。

主要内容

経済産業省（METI）が発表した中間報告書は、「地政学リスクを踏まえた製造基盤強化
等に関する検討会」の議論に基づき、日本の産業が直面する課題と今後の方向性を示し
ています。報告書の主要なポイントは以下の通りです。

地政学リスクの増大： 非軍事的手段が地政学的紛争において多用されるようにな
り、経済的国策としての利用が拡大しています。これにより、重要物資のグローバル
サプライチェーンが予期せぬ混乱に陥るリスクが高まっています。

重要鉱物への規制強化： 中国は、バッテリーや先端技術に不可欠なレアアース、ガ
リウム、ゲルマニウム、そしてグラファイトといった重要鉱物に対し、輸出規制を強
化する動きを見せています。さらに、2025年および2026年には、バッテリー関連の
生産設備、材料、および技術に対しても追加的な規制が発表されました。これは、特
定の国が重要技術や資源の供給を戦略的に管理しようとする動きの一環です。

日本のサプライチェーンの脆弱性： 日本企業のサプライチェーン実態調査による
と、60%以上の企業が主要な原材料や部品を中国に依存していることが明らかになり
ました。この高い依存度は、地政学的な緊張が高まった際に日本の製造業が大きな影
響を受ける潜在的なリスクを抱えていることを意味します。

製造基盤強化の必要性： このような状況下で、日本は国内の製造基盤を強化し、重
要物資のサプライチェーンを多様化することが緊急の課題であると報告書は強調して
います。特に、次世代バッテリーに必要な重要材料の安定的な調達と国内での生産能
力の確保は、経済安全保障上、極めて重要です。



影響と展望

経済産業省の中間報告は、日本の製造業が直面する構造的な課題を浮き彫りにし、国家
レベルでの戦略的な対応が求められていることを示唆しています。この報告書が提起す
る影響と展望は多岐にわたります。

サプライチェーン再構築の加速： 企業は、調達先の多角化、国内生産への回帰（リ
ショアリング）、友好国との連携（フレンドショアリング）といった戦略を強化し、
サプライチェーンのレジリエンスを高める動きを加速させるでしょう。

重要技術・材料への投資： 政府は、バッテリー材料や関連技術の研究開発、生産設
備への投資を促進し、国内での技術的自給自足を目指す政策を強化することが予想さ
れます。

国際連携の強化： 志を同じくする国々との連携を深め、共同での資源開発や技術標
準化を進めることで、特定の国への依存度を低減し、多極的なサプライチェーンを構
築する動きが活発化するでしょう。

コストと競争力： サプライチェーンの再構築は一時的にコスト増に繋がる可能性も
ありますが、長期的には安定供給と技術競争力の維持に不可欠です。このバランスを
いかに取るかが、今後の日本の産業政策の鍵となります。

この報告は、単なる経済政策にとどまらず、国家の安全保障と持続可能な成長を両立さ
せるための日本の決意を示すものであり、今後、具体的な政策立案と実行が注目されま
す。

元記事: https://www.meti.go.jp/press/2026/04/20260415003/20260415003-1.pdf

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.meti.go.jp/press/2026/04/20260415003/20260415003-1.pdf


亜鉛-ヨウ素フロー電池：次世代大規模エネルギー貯蔵ソ
リューションの技術進展

概要

本記事は、アルカリ亜鉛-ヨウ素フロー電池を大規模エネルギー貯蔵向けの有望な次世
代ソリューションとして包括的に概説しています。その方法論は、Zn(OH)42-アノライ
トへの酒石酸カリウムナトリウム（PST）を効果的な添加剤として用いることで、開放

電圧を著しく向上させる精密なバッテリー設計を含みます。主な発見は、水性Zn-Iフ
ロー電池の固有の安全性、印象的なエネルギー密度、費用対効果の高さが、多様なグ
リッド貯蔵用途にとって非常に魅力的であることを強調しています。研究はさらに、

バッテリー寿命を延長するために不可欠な水輸送挙動の制御といった重要な側面に深
く踏み込んでいます。加えて、亜鉛デンドライト形成、水移動、ヨウ素沈殿といった
一般的な技術的課題に対処するため、亜鉛-ヨウ素フロー電池（ZIFB）と他のレドック

スフロー電池化学との比較分析も含まれています。この研究は、持続可能で効率的な
長期間エネルギー貯蔵技術の進歩に大きく貢献するものです。

公開日 2026年04月11日  SWB POWER & SOLAR  South Africa



詳細

背景

再生可能エネルギーの導入拡大に伴い、電力グリッドの安定化には大規模かつ長期間の
エネルギー貯蔵システムが不可欠となっています。既存のリチウムイオン電池は特定の
用途で優れていますが、グリッドスケールでの長期間貯蔵にはコスト、安全性、寿命の
点で課題を抱えています。レドックスフロー電池は、電力と容量を独立して設計できる
柔軟性、長寿命、高い安全性から注目されていますが、さらなる性能向上とコスト削減
が求められています。その中で、亜鉛をベースとするフロー電池は、安価な原材料と高
い理論容量から有望視されています。

主要内容

本記事は、アルカリ亜鉛-ヨウ素フロー電池（ZIFB）を次世代の大規模エネルギー貯蔵
ソリューションとして詳細に解説しています。研究の中心的な方法論は、亜鉛錯体であ
るZn(OH)42-アノライトに酒石酸カリウムナトリウム（PST）を効果的な添加剤として
導入することで、バッテリーの開放電圧を大幅に向上させる精密な電解液設計にありま
す。この添加剤は、亜鉛電極上での反応 kinetics を改善し、バッテリー性能の最適化に
寄与します。

本研究の主な発見は、水性Zn-Iフロー電池が以下の優れた特性を持つことを明らかにし
ています。

固有の安全性： 可燃性の電解質を使用しないため、熱暴走のリスクが極めて低く、
大規模設置に適しています。

高いエネルギー密度： 他の水性フロー電池システムと比較して、高いエネルギー密
度を実現し、よりコンパクトなシステム設計を可能にします。

費用対効果： 亜鉛やヨウ素は比較的安価で豊富に存在するため、バッテリー全体の
コストを抑えることができます。



また、研究はバッテリーの長期的な安定性と寿命に不可欠な「水輸送挙動の制御」とい
う重要な側面に深く踏み込んでいます。フロー電池では、電解液の循環に伴う水の移動
が、電解液濃度の不均衡やセルの性能低下を引き起こす可能性がありますが、これを適
切に管理する技術が詳細に検討されています。さらに、ZIFBと他のレドックスフロー電
池（例：バナジウムフロー電池）との比較分析も行われ、亜鉛デンドライト形成（亜鉛
電極上に樹枝状結晶が成長し、短絡を引き起こす現象）、水移動、ヨウ素の沈殿といっ
たZIFB特有の技術的課題とその解決策が議論されています。

影響と展望

亜鉛-ヨウ素フロー電池技術の進歩は、持続可能で効率的な長期間エネルギー貯蔵ソリ
ューションの開発に大きく貢献するものです。特に、その固有の安全性、エネルギー密
度、そして費用対効果の高さは、多様なグリッド貯蔵用途においてZIFBを魅力的な選択
肢とします。この技術が大規模に導入されれば、以下のような影響が期待されます。

グリッド安定化の強化： 再生可能エネルギーの変動性を吸収し、電力系統の安定供
給に貢献します。

コスト競争力の向上： 安価な原材料の利用と長寿命設計により、エネルギー貯蔵コ
ストを低減し、再生可能エネルギーの経済性を高めます。

資源の持続可能性： 地球上に豊富に存在する亜鉛とヨウ素の利用は、希少金属への
依存度を低減し、サプライチェーンの持続可能性を向上させます。

亜鉛デンドライト形成や水輸送制御といった残された技術的課題の解決が、ZIFBのさら
なる商用化と普及を決定づける鍵となるでしょう。しかし、本研究が示した進展は、
ZIFBがクリーンエネルギーへの移行を加速させる上で重要な役割を果たす可能性を強く
示唆しています。

元記事: https://www.swbsports.co.za/swb/power/Zinc-Lutidine-Flow-Battery_01-01-24-26579.pdf

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.swbsports.co.za/swb/power/Zinc-Lutidine-Flow-Battery_01-01-24-26579.pdf


BYDがグリッドスケール向けナトリウムイオンBESS製品
を発表、市場への影響は

概要

中国の自動車およびバッテリー製造大手BYDは、グリッドスケール用途に特化した新
しいナトリウムイオンバッテリーエネルギー貯蔵システム（BESS）の発売を発表しま
した。この製品導入は、ナトリウムイオンバッテリー技術の商業化における重要な転

換点であり、その応用範囲を電気自動車から重要な定置型貯蔵部門へと拡大します。
BYDの広範なバッテリー製造専門知識を活用したこの戦略的イニシアティブは、より
広範なエネルギー産業向けにナトリウムイオンソリューションをスケールアップする

ことを示しています。BYDのような主要グローバルプレイヤーによるこの大きな動き
は、グリッド安定化と再生可能エネルギー統合を強化するためのナトリウムイオンバ
ッテリーの性能、安全性、コスト効率に対する自信の高まりを示唆しています。その

影響には、グリッド貯蔵市場の多様化の可能性、リチウムイオンバッテリーへの依存
度の軽減、そして重要原材料サプライチェーンに関する懸念への対処が含まれます。

公開日 2026年04月12日  cdenq.sr (Industry News Platform)  China



詳細

背景

世界中で再生可能エネルギーの導入が進む中、電力グリッドの安定化とエネルギー供給
の信頼性確保は喫緊の課題となっています。これに対応するため、大規模なバッテリー
エネルギー貯蔵システム（BESS）の需要が飛躍的に増加していますが、現行のリチウム
イオン電池は、原材料の供給リスク、コスト、そして大規模設置における安全性といっ
た点で課題を抱えています。このような背景から、リチウムに代わる安価で豊富なナト
リウムを基盤とするナトリウムイオン電池が、次世代BESSの有力な候補として注目を集
めています。

主要内容

中国の自動車およびバッテリー製造の巨大企業であるBYDは、グリッドスケール用途に
特化した新しいナトリウムイオンバッテリーエネルギー貯蔵システム（BESS）の発売を
発表しました。この発表は、ナトリウムイオンバッテリー技術の商業化における極めて
重要な瞬間を示しています。これにより、ナトリウムイオン電池の応用範囲は、これま
での電気自動車（EV）から、電力網の安定化に不可欠な定置型エネルギー貯蔵分野へと
大きく拡大することになります。

BYDは、長年にわたるバッテリー製造の豊富な専門知識と大規模な生産能力を戦略的に
活用し、ナトリウムイオンソリューションをより広範なエネルギー産業向けにスケール
アップする姿勢を示しています。BYDのようなグローバルな主要企業がナトリウムイオ
ンBESS市場に本格参入することは、この技術の性能、安全性、そしてコスト効率に対す
る業界全体の信頼が高まっていることを強く示唆しています。特に、グリッドの安定性
を強化し、再生可能エネルギーの統合を促進する上でのナトリウムイオン電池の潜在能
力に、大きな期待が寄せられていると言えます。

影響と展望

BYDによるナトリウムイオンBESSの導入は、世界のエネルギー貯蔵市場に広範な影響を
もたらすでしょう。まず、グリッド貯蔵市場の多様化が促進され、リチウムイオンバッ
テリーへの過度な依存が軽減される可能性があります。これは、特定のリチウム資源へ
の地政学的リスクを分散し、サプライチェーン全体のレジリエンスを高める上で重要な
意味を持ちます。



コスト競争力の向上： ナトリウムはリチウムよりも安価で豊富に存在するため、ナ
トリウムイオンBESSは、特にコストに敏感な大規模プロジェクトにおいて、リチウ
ムイオンBESSよりも費用対効果の高い選択肢となる可能性があります。

資源の持続可能性： 原材料の調達が容易であるため、サプライチェーンの安定性が
向上し、長期的な持続可能性が確保されます。

安全性への貢献： ナトリウムイオン電池は熱安定性に優れる特性を持つため、大規
模なグリッド貯蔵システムにおける安全性向上に寄与する可能性があります。

市場競争の促進： BYDのような大手企業が参入することで、ナトリウムイオン電池
技術の開発とイノベーションがさらに加速し、市場競争が活性化されるでしょう。

BYDのこの動きは、ナトリウムイオン電池が単なる研究段階の技術ではなく、すでに大
規模商用展開の準備が整った実用的なソリューションであることを示しています。これ
により、世界のエネルギー転換、特に再生可能エネルギーの普及とグリッドの近代化が
加速され、より持続可能で安定したエネルギー未来の実現に貢献することが期待されま
す。

元記事: https://cdenq.sr-fotodesign.de/vgffmnt/

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://cdenq.sr-fotodesign.de/vgffmnt/


商用電気自動車向け構造-熱一体型バッテリーシステムの
革新
公開日 2026年04月14日  hackernoon.com  USA



概要

本技術記事は、商用電気自動車への統合を強化するために設計された、革新的な構造-

熱一体型バッテリーシステムを掘り下げています。この中核となる手法は、冷却機能
と荷重支持機能の両方を単一のアルミニウムベース構造に組み込むというものです。

この巧妙なアプローチは、冗長なコンポーネントを排除し、よりコンパクトで効率的
なバッテリーパック設計に貢献することを目指しています。この開発による主な発見
は、このような統合システムがバッテリーの重量と体積を大幅に削減するだけでな

く、熱管理効率も実質的に向上させることを示しています。強化された熱性能は、バ
ッテリー寿命の延長、高速な充放電速度の実現、および商用アプリケーションの厳し

い条件下での高エネルギー密度バッテリーの安全確保にとって極めて重要です。この
進歩の影響には、EVメーカーの設計柔軟性の向上、既存の車両フットプリント内での
より高いエネルギー密度達成の可能性、そして最終的に、商用EV市場向けのより堅牢

で費用対効果の高いバッテリーソリューションの創出が含まれます。



詳細

背景

商用電気自動車（EV）市場、特にトラックやバスのような大型車両では、バッテリーの
重量、容積、そして熱管理が極めて重要な設計課題となっています。高容量・高出力の
バッテリーパックは、車両の積載量や航続距離に大きな影響を与え、また、充放電時の
発熱はバッテリーの性能劣化や安全性リスクに直結します。従来のバッテリーパック設
計では、バッテリーセル、冷却システム、構造支持体が個別のコンポーネントとして統
合されており、これがパック全体の重量増加、容積の増大、そして複雑性の原因となっ
ていました。より効率的で堅牢なバッテリーソリューションが、商用EVの普及と性能向
上には不可欠です。

主要内容

本技術記事では、商用EVへの統合を強化するために開発された、革新的な「構造-熱一
体型バッテリーシステム」について詳述しています。このシステムの核心的なアプロー
チは、バッテリーパックの冷却機能と荷重支持機能という通常は独立した機能を、単一
のアルミニウム製ベース構造に統合することにあります。この統合設計は、以下の主要
なメリットをもたらします。

コンポーネントの削減と効率化： 従来の設計で必要とされた冗長なコンポーネント
を排除することで、バッテリーパック全体の部品点数を減らし、組み立てプロセスを
簡素化します。

重量と容積の削減： 冷却システムと構造支持体を一体化することで、バッテリーパ
ックの重量と容積を大幅に削減できます。これは商用EVにおいて、積載量の増加や
航続距離の延伸に直結します。

熱管理効率の向上： アルミニウムベース構造自体が熱伝導体として機能し、バッテ
リーセルから発生する熱を効率的に放熱することを可能にします。これにより、バッ
テリーの温度を最適な範囲に保ち、過熱による性能低下や劣化を防ぎます。

この開発からの主な発見は、一体型システムが重量と容積の削減だけでなく、熱管理効
率も実質的に向上させることを示しています。バッテリーの熱性能が向上することは、
その寿命を延ばし、より高速な充放電速度を実現し、特に商用アプリケーションのよう
な厳しい条件下で運用される高エネルギー密度バッテリーの安全性を確保する上で極め
て重要です。



影響と展望

構造-熱一体型バッテリーシステムの導入は、商用EV市場に多大な影響をもたらすでし
ょう。この技術は、以下のような形で業界に変革をもたらす可能性を秘めています。

EVメーカーの設計柔軟性向上： バッテリーパックの小型化と軽量化により、車両設
計者はより多くのスペースを他の機能やペイロードに割り当てることが可能になりま
す。

エネルギー密度の向上： 限られた車両のフットプリント内で、より多くのエネルギ
ーを貯蔵できるバッテリーを搭載できるようになり、航続距離のさらなる延伸に貢献
します。

堅牢性と費用対効果の改善： コンポーネントの統合は、製造コストを削減し、シス
テムの複雑性を低減することで、より堅牢で費用対効果の高いバッテリーソリューシ
ョンの創出につながります。

この種の統合技術は、商用EVのTCO（総所有コスト）を削減し、性能を向上させること
で、企業がより積極的に電動フリートを導入するインセンティブとなります。結果とし
て、商用EV市場の成長を加速させ、物流や公共交通機関の脱炭素化に大きく貢献するこ
とが期待されます。

元記事: https://lizedin.net/

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://lizedin.net/


ESS Inc.が3,100万ドルの資金を調達し、長期間エネルギ
ー貯蔵ソリューションを加速

概要

著名な長期間エネルギー貯蔵（LDES）プロバイダーであるESS Inc.が、追加で3,100万
ドルの資金調達に成功したと発表しました。この重要な投資は、同社の独自技術であ
る鉄フローバッテリー技術と広範なLDESソリューションのさらなる開発および展開を

加速するために戦略的に充当されます。この資金は、グリッド安定性の向上と再生可
能エネルギー源の統合を促進するために不可欠です。発表では、6MW/48MWhのバナ
ジウムレドックスフローバッテリー（VRFB）システムを含む特定のプロジェクトが強

調されており、実用アプリケーション向けの技術拡張における大きな進展を示してい
ます。この大規模な資金調達ラウンドは、進化するエネルギー情勢における非リチウ
ムイオンLDES技術の商業的実現可能性と重要な役割に対する投資家の信頼の高まりを

反映しています。その影響は、ESS Inc.の市場地位の強化と、持続可能な長期間グリッ
ド貯蔵ソリューションの世界的加速を指し示しています。

公開日 2026年04月14日  Industry News  USA



詳細

背景

再生可能エネルギーの導入拡大は、電力グリッドの安定化と持続可能なエネルギー供給
の実現において、大規模かつ長期間のエネルギー貯蔵システム（LDES）の必要性を高め
ています。風力発電や太陽光発電のような間欠性の高いエネルギー源を効果的に統合す
るためには、数時間から数十時間にわたるエネルギー貯蔵能力が不可欠です。現行のリ
チウムイオン電池は短・中期間の貯蔵には適していますが、長期間のニーズに対して
は、コスト、資源、安全性、寿命の面で課題を抱えています。このため、鉄フローバッ
テリーのような非リチウムイオンLDES技術への投資と開発が活発化しています。

主要内容

長期間エネルギー貯蔵（LDES）ソリューションの主要プロバイダーであるESS Inc.は、
同社の鉄フローバッテリー技術および広範なLDESソリューションのさらなる開発と展開
を加速するため、新たに3,100万ドルの資金調達に成功したと発表しました。この投資
は、グリッドの安定性向上と、再生可能エネルギー源のより効率的な統合を実現するた
めに戦略的に重要な意味を持ちます。

ESS Inc.は、特に鉄フローバッテリー技術に注力しており、この技術は安価で豊富に存
在する鉄を主要な電解液材料として利用します。鉄フローバッテリーは、その高い安全
性、長寿命、そしてコスト効率の高さから、特に大規模な定置型エネルギー貯蔵用途に
適しています。発表では、同社が6MW/48MWh規模のバナジウムレドックスフローバッ
テリー（VRFB）システムを含む具体的なプロジェクトを進めていることも強調されて
おり、これはESS Inc.が複数種類のフローバッテリー技術を同時に開発・展開している
ことを示唆しています。VRFBもまた、電力と容量を独立して設計できる柔軟性、長寿
命、高い安全性を特徴とするLDES技術です。

この大規模な資金調達ラウンドは、非リチウムイオン系LDES技術、特にフローバッテリ
ーが、進化するエネルギー情勢において商業的に実現可能であり、不可欠な役割を担う
という投資家の自信が高まっていることを反映しています。投資家は、持続可能性、長
期的な性能、およびサプライチェーンのレジリエンスといった観点から、LDESソリュー
ションの潜在的な価値を評価していると言えます。



影響と展望

ESS Inc.への3,100万ドルの資金注入は、同社の市場地位を強化するだけでなく、持続可
能な長期間グリッド貯蔵ソリューションの世界的加速に具体的な影響をもたらすでしょ
う。この進展は、以下のような広範な影響と展望を促します。

再生可能エネルギー統合の加速： 信頼性の高いLDESソリューションの普及は、太陽
光や風力といった再生可能エネルギーの導入をさらに促進し、化石燃料への依存度を
低減します。

グリッドのレジリエンス向上： 長期間のエネルギー貯蔵は、電力網の安定性を高
め、予期せぬ停電や電力供給の変動に対する回復力を向上させます。

多様なLDES技術の競争： 鉄フローバッテリーやVRFBのような非リチウムイオン技術
への投資は、バッテリー市場全体の多様化を促し、各技術がそれぞれの強みを活かせ
るニッチ市場を形成するでしょう。これにより、技術革新とコスト競争がさらに加速
することが期待されます。

雇用創出と経済効果： LDES産業の成長は、製造、設置、メンテナンスといった分野
で新たな雇用を創出し、関連地域の経済成長にも貢献します。

ESS Inc.の資金調達は、LDES技術がエネルギー転換の実現に向けた重要な柱として認識
され、実用化に向けた大きな一歩を踏み出したことを示すものです。今後、この技術が
世界の電力系統にどのように統合され、持続可能な未来を形作るか注目されます。

元記事: https://omtvracl.lanalindt.de/gmezmxs/

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://omtvracl.lanalindt.de/gmezmxs/


インド政府、高度バッテリー生産で130GWhの入札を受
領：Faradionのナトリウムイオン技術に注目

概要

インド政府は、国内のエネルギー貯蔵部門における製造能力強化に向け、高度バッテ
リー生産で合計130GWhもの入札を受領したと報じられています。この動きは、様々
な先進バッテリー技術の戦略的重要性を示しており、特にFaradion社のナトリウムイ

オンセル技術とその広範な知的財産ポートフォリオが言及されています。この大規模
な入札量は、Reliance Industriesを含む業界関係者からの強い関心を示しており、イン
ドの野心的な先進バッテリー製造計画への参加意欲を表しています。この取り組み

は、輸入バッテリーへの依存を減らし、国内のエネルギー貯蔵サプライチェーンを強
固にすることを目指しています。その影響には、インド国内でのナトリウムイオンバ
ッテリーの商業展開の加速が含まれ、グリッド貯蔵や電気自動車など、様々な用途に

おいてリチウムイオン化学に代わる費用対効果が高く資源豊富な選択肢を提供しま
す。

公開日 2026年04月15日  Industry News  India



詳細

背景

インドは、経済成長と人口増加に伴い、電力需要が急速に拡大しています。同時に、再
生可能エネルギーの導入目標を達成し、気候変動対策を進める上で、大規模なエネルギ
ー貯蔵システムの構築が不可欠となっています。しかし、バッテリーの大部分を輸入に
頼っている現状は、サプライチェーンの脆弱性、コスト変動リスク、そして国の経済安
全保障上の課題となっています。このような背景から、インド政府は国内での先進バッ
テリー製造能力の強化に乗り出しています。

主要内容

インド政府は、国内での高度バッテリー生産能力を強化するための一環として、合計
130GWhという大規模な入札を受領したと報じられています。この入札は、インドがエ
ネルギー貯蔵分野における自立を目指す上で、多様な先進バッテリー技術を戦略的に重
視していることを示しています。

特に注目されているのは、英国のFaradion社が開発したナトリウムイオンセル技術と、
同社が保有する広範な知的財産ポートフォリオです。ナトリウムイオン電池は、リチウ
ムと比較して地球上に豊富に存在するナトリウムを主成分とするため、原材料のコスト
が安く、サプライチェーンが安定しやすいという大きな利点を持っています。これは、
輸入依存度が高いインドにとって、バッテリー製造の自給自足を目指す上で魅力的な選
択肢となります。

この大規模な入札には、インドの大手コングロマリットであるReliance Industriesを含
む、多くの業界関係者が強い関心を示していることが報じられています。これらの企業
は、インド政府の「先進バッテリー製造ミッション」に参加し、国内でのバッテリー製
造能力の確立に貢献する意欲を示しています。政府のこの取り組みは、輸入バッテリー
への依存度を低減し、国内に強固でレジリエントなエネルギー貯蔵サプライチェーンを
構築することを目的としています。

影響と展望

インド政府によるこの大規模なバッテリー生産推進策は、同国のエネルギー貯蔵分野に
広範な影響をもたらすでしょう。特に、Faradion社のナトリウムイオン技術への注目
は、インド国内でのナトリウムイオンバッテリーの商業展開を加速させる可能性があり
ます。これにより、以下のような影響が期待されます。



バッテリーサプライチェーンの多様化： リチウムイオン電池への依存を減らし、よ
り安価で豊富なナトリウムを基盤とするバッテリーが、インドのエネルギー貯蔵ポー
トフォリオに加わることになります。

コスト効率の向上： ナトリウムイオンバッテリーは、グリッド貯蔵システムや電気
自動車（特に低コストセグメント）など、様々な用途において、リチウムイオンバッ
テリーに代わる費用対効果の高い選択肢を提供します。

国内製造能力の強化： 大規模な入札と国内企業の参加は、バッテリーセルからパッ
ク、そしてその先のバリューチェーン全体におけるインドの製造能力を飛躍的に向上
させます。

経済安全保障の向上： バッテリーの国内生産化は、国際市場の原材料価格変動や地
政学的リスクから受ける影響を軽減し、国の経済安全保障を強化します。

再生可能エネルギー統合の加速： 安価で安定供給可能なバッテリーの存在は、太陽
光や風力発電の導入をさらに加速させ、インドのクリーンエネルギー目標達成に貢献
します。

この取り組みは、インドが単なるバッテリー消費国から、グローバルなバッテリー製造
大国へと変貌を遂げる可能性を秘めており、世界のエネルギー転換において重要な役割
を担うことになると期待されます。

元記事: https://gdxpbmp.seelentalk.de/qynifmv

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://gdxpbmp.seelentalk.de/qynifmv


欧州におけるナトリウムイオンバッテリースタートアップ
への資金流入：産業の加速
公開日 2026年04月15日  Industry News  Europe



概要

このニュースは、ナトリウムイオンバッテリースタートアップのエコシステムにおけ
る最近の活動を伝えるもので、Peak Energyが量産商用化を目指してシリーズA資金調
達ラウンドを完了したことを報じています。資金調達自体は1月に行われたものの、記

事は指定された期間内に現在のニュースとして掲載されており、業界の継続的な関心
と発展を反映しています。TiamatやAltrisといった他の欧州スタートアップも、今年の
初めにナトリウムイオンバッテリー技術の推進に向けて資金調達に成功したことが強

調されています。このトレンドは、ナトリウムイオンソリューションがリチウムイオ
ンバッテリーの実行可能な代替品として、投資家の信頼と勢いが増していることを示

しています。その影響は、より安価で豊富な原材料と強化された安全特性を追求する
動きに牽引され、複数の企業がナトリウムイオン技術の市場投入を競い合う競争環境
を示唆しています。これらの資金調達ラウンドは、生産規模の拡大と次世代エネルギ

ー貯蔵の展開を加速するために不可欠です。



詳細

背景

リチウムイオン電池は現代社会の電力供給に不可欠ですが、その主要原材料であるリチ
ウム、コバルト、ニッケルは、供給の偏在、価格変動、そして採掘に伴う環境・人権問
題といった課題を抱えています。このような背景から、リチウムに代わる安価で豊富に
存在するナトリウムを基盤とするナトリウムイオン電池が、次世代のエネルギー貯蔵ソ
リューションとして世界中で注目を集めています。特に欧州では、バッテリーバリュー
チェーンの自立と脱炭素化を目標に、この新技術への投資が活発化しています。

主要内容

この業界ニュースは、欧州のナトリウムイオンバッテリースタートアップエコシステム
における最近の動向を報じています。その中で、Peak Energy社が大規模な商用化を目
指し、シリーズAの資金調達ラウンドを完了したことが特筆されています。この資金調
達自体は1月に実施されたものですが、本記事が指定された期間内に現在の業界動向と
して取り上げていることから、ナトリウムイオン技術への継続的な関心と市場の発展が
うかがえます。

Peak Energy社以外にも、欧州ではTiamat社やAltris社といった他の有望なスタートアッ
プ企業が、今年の初めに追加の資金調達に成功しています。これらの資金は、各社が開
発するナトリウムイオンバッテリー技術のさらなる推進と商用化に向けて投入される予
定です。こうした一連の資金調達は、ナトリウムイオンソリューションが単なる研究段
階の技術ではなく、リチウムイオンバッテリーに代わる実行可能で競争力のある代替技
術として、投資家からの信頼と市場の勢いが高まっていることを明確に示しています。

ナトリウムイオン電池は、リチウムイオン電池と比較して、原材料コストが低く、地球
上にナトリウムが豊富に存在するという経済的メリットに加え、熱安定性に優れるため
安全性が高いといった特性を持っています。これらの利点が、欧州のスタートアップ企
業や投資家から大きな関心を集めている主な理由です。

影響と展望

欧州のナトリウムイオンバッテリースタートアップへの資金流入は、この技術の生産規
模拡大と市場投入を加速させる上で極めて重要です。この動きは、以下の点で広範な影
響と展望をもたらすでしょう。



競争の激化： 複数のスタートアップ企業が、より安価で豊富な原材料と強化された
安全特性を持つナトリウムイオン技術の市場投入を競い合うことになります。これに
より、技術革新がさらに促進され、性能とコストの競争が激化すると予想されます。

サプライチェーンのレジリエンス強化： リチウムイオンバッテリーへの依存を減ら
し、ナトリウムという新しい資源を基盤とすることで、欧州のバッテリーサプライチ
ェーンの多様化と強靭化に貢献します。

エネルギー転換の加速： 低コストで安全なバッテリーの登場は、電気自動車の普及
や再生可能エネルギーの大規模導入を後押しし、カーボンニュートラル社会への移行
を加速させます。

欧州の産業競争力向上： 自国でのバッテリー技術開発と生産能力の確立は、欧州が
グローバルなクリーンエネルギー市場における競争力を高める上で不可欠です。

これらの資金調達ラウンドは、ナトリウムイオンバッテリー技術が成熟し、大規模な商
用展開の準備が整いつつあることを示唆しています。今後、欧州のスタートアップがど
のような革新的な製品を市場に投入するかが注目されます。

元記事: #
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中国における太陽光発電・蓄電・充電産業の新たな黄金時
代到来

概要

主要な産業展示会に関連して発表された本報告書は、世界の太陽光発電（PV）エネル
ギー貯蔵および充電産業が現在「新たな黄金時代」に突入しており、技術の急速な進
化と市場需要の持続的な拡大が特徴であると断言しています。特に、中国の野心的な

計画が強調されており、例えば河南省は2027年までに56GWの分散型PV設備を追加
し、1,000の「電源・グリッド・負荷・貯蔵統合」プロジェクトを確立することを目指
しています。本報告書は、農村地域が単なるエネルギー消費者から生産者兼消費者に

変革することを促進し、様々な公共および商業地域での統合型PV貯蔵・充電プロジェ
クトを奨励することを強調しています。主な発見は、堅固な政策支援と多大な投資が
この成長を推進していることを示しています。その影響には、再生可能エネルギーイ

ンフラの急速な拡大、分散型発電と貯蔵を通じたグリッドレジリエンスの強化、そし
て世界のエネルギー転換における中国の主導的役割が含まれます。

公開日 2026年04月16日  Industry Exhibition Report  China



詳細

背景

気候変動への対策と持続可能な発展の追求は、世界のエネルギーシステムを大きく変革
しています。特に太陽光発電（PV）は、クリーンエネルギーの主要な柱として急速に普
及していますが、その間欠性は電力網の安定化に課題をもたらします。この課題を解決
し、PVの潜在能力を最大限に引き出すためには、エネルギー貯蔵システムと効率的な充
電インフラとの統合が不可欠です。中国は、PV発電とエネルギー貯蔵の両分野で世界を
リードしており、この統合された産業の発展に国家的な戦略を傾注しています。

主要内容

主要な産業展示会と関連して発表された本報告書は、世界の太陽光発電エネルギー貯蔵
および充電産業が、技術革新の加速と市場需要の持続的な拡大に牽引され、「新たな黄
金時代」に突入していると宣言しています。特に中国がこの動きの最前線に立ってお
り、野心的な目標と具体的な計画を推進しています。

河南省の目標： 中国の河南省は、2027年までに分散型PV設備を56ギガワット
（GW）追加導入し、さらに1,000の「電源・グリッド・負荷・貯蔵統合」プロジェク
トを確立するという壮大な目標を掲げています。これは、地域レベルでのエネルギー
自給自足とグリッドの分散化を目指すものです。

農村地域の変革： 報告書は、農村地域がこれまでの単なるエネルギー消費者から、
太陽光発電を通じてエネルギーの生産者兼消費者へと変革することを積極的に推進し
ている点を強調しています。公共施設や商業施設における統合型PV貯蔵・充電プロ
ジェクトが奨励されており、これにより地域全体のエネルギーレジリエンスを高める
ことを狙っています。

政策支援と投資： このような大規模な成長を推進する背景には、中国政府による堅
固な政策支援と、国内外からの多大な投資があります。政府は、補助金、税制優遇、
規制緩和を通じて、PVとエネルギー貯蔵産業の発展を強力に後押ししています。

報告書の主な発見は、中国がこの分野で技術的優位性を確立し、市場規模を拡大する上
で、国家的な戦略と産業政策が不可欠な役割を果たしていることを示しています。

影響と展望

中国における太陽光発電・蓄電・充電産業の「新たな黄金時代」の到来は、世界のエネ
ルギー転換に極めて大きな影響を与えるでしょう。



再生可能エネルギーインフラの急速な拡大： 中国の積極的な取り組みは、再生可能
エネルギー設備の設置を加速させ、世界のクリーンエネルギー導入目標達成に大きく
貢献します。

グリッドレジリエンスの強化： 分散型PVと統合型貯蔵システムは、中央集権型電力
網の脆弱性を補完し、災害時や電力ピーク時の安定供給能力を高めます。

中国の世界的リーダーシップ： PV、蓄電、充電技術の開発と導入において、中国は
世界のリーダーとしての地位をさらに確立し、国際的な技術標準やサプライチェーン
形成に大きな影響力を持つようになるでしょう。

新たなビジネスモデルの創出： 地域ごとの統合型プロジェクトは、エネルギーサー
ビスプロバイダーやデベロッパーに対し、新たなビジネス機会を生み出し、エネルギ
ー市場の革新を促します。

この動向は、単なる技術的な進歩に留まらず、社会経済システム全体を持続可能な方向
へと導くための中国の強力なコミットメントを示しています。世界の他の国々も、中国
の成功事例から学び、それぞれの地域に合わせたエネルギー戦略を推進することが求め
られるでしょう。

元記事: #
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バッテリー充電技術の再考：プログレード更新による性能
と寿命の最適化

概要

このニュースは、「プログレードバッテリー充電器」技術における重要な更新に焦点
を当てており、バッテリーの最適な性能と長寿命化のための充電方法の再考を示唆し
ています。スニペットでは次世代バッテリー化学に関する具体的な技術詳細は提供さ

れていませんが、「プログレード」という焦点は、高度なバッテリータイプにとって
重要な充電アルゴリズム、熱管理、電力供給における進歩を示唆しています。その方
法論は、異なるバッテリー化学と状態に適応するために、洗練された電子機器とソフ

トウェアが関与している可能性が高いです。主な発見は、充電速度、効率、およびバ
ッテリーの全体的なヘルス管理の改善を意味しており、これらは電気自動車や高性能
ポータブル電子機器にとって不可欠です。その影響は、次世代バッテリーを搭載した

デバイスのユーザー体験と運用効率を、安全かつ最適に充電することで向上させるこ
とに広がります。

公開日 2026年04月14日  securityaffairs.com  International



詳細

背景

現代社会は、電気自動車（EV）から高性能ポータブル電子機器に至るまで、バッテリー
駆動デバイスに大きく依存しています。これらのデバイスの性能を最大限に引き出し、
バッテリー寿命を延ばすためには、単にバッテリーそのものの進化だけでなく、それを
充電する技術、すなわち充電器の性能も極めて重要です。特に、エネルギー密度が高ま
り、多様な化学組成を持つ次世代バッテリーが登場するにつれて、従来の画一的な充電
方法では対応しきれない課題が浮上しており、より高度でインテリジェントな充電技術
が求められています。

主要内容

本ニュース記事は、「プログレードバッテリー充電器」技術における画期的な更新につ
いて報じており、バッテリーの最適な性能と長寿命化を実現するための充電アプローチ
が根本的に再考されていることを示唆しています。記事には次世代バッテリーの特定の
化学組成に関する詳細な技術情報は含まれていませんが、「プログレード」という用語
が用いられていることから、特に高性能で要求の厳しいアプリケーション向けに、充電
技術が大きく進化していることが推察されます。

この新しい充電技術の中心的な方法論は、高度な電子機器と洗練されたソフトウェアの
組み合わせにあると考えられます。これにより、充電器は単に電力を供給するだけでな
く、接続されたバッテリーの化学組成、現在の充電状態、温度、および経年劣化の状態
をリアルタイムで正確に検知し、最適な充電プロファイルを動的に調整することが可能
になります。具体的には、以下のような進歩が示唆されます。

高度な充電アルゴリズム： バッテリーの健全性を損なうことなく、充電速度を最大
化するアルゴリズムが導入されています。これにより、急速充電とバッテリー寿命の
間のトレードオフを最適化します。

精密な熱管理： 充電中のバッテリー発熱は性能劣化や安全リスクに直結するため、
充電器はバッテリー温度を厳密に監視し、冷却システムとの連携や充電電流の調整を
通じて、最適な温度範囲を維持します。

最適化された電力供給： バッテリーの特性に合わせて電圧と電流を柔軟に制御する
ことで、充電効率を最大化し、エネルギーの無駄を最小限に抑えます。



これらの技術的進歩は、充電速度、効率、そしてバッテリー全体のヘルス管理の大幅な
改善に繋がると期待されています。これは、電気自動車の充電時間の短縮や、スマート
フォンなどのポータブル電子機器のバッテリー寿命延長といった、消費者にとって直接
的なメリットをもたらすものです。

影響と展望

バッテリー充電技術のこの「プログレード更新」は、次世代バッテリーの潜在能力を最
大限に引き出し、広範なデバイスのユーザー体験と運用効率を向上させる上で重要な意
味を持ちます。この進化は、以下のような影響と展望をもたらすでしょう。

EVの普及加速： 高度な急速充電技術は、EVの充電インフラの利便性を高め、消費者
にとってのEV導入障壁を低減します。

バッテリー寿命の延長： 最適な充電管理はバッテリーの劣化を抑制し、製品の長寿
命化に貢献します。これは、廃棄物削減と資源利用効率の向上にも繋がります。

多様なバッテリー化学への対応： リチウムイオン電池だけでなく、ナトリウムイオ
ン電池や全固体電池といった次世代バッテリーの普及においても、それに最適化され
た充電技術が不可欠となります。今回の更新は、そうした多様なバッテリーに対応す
るための基盤を築くものです。

安全性向上： 充電器による精密な監視と制御は、過充電や過熱によるバッテリー事
故のリスクを低減し、製品全体の安全性を高めます。

今後、このプログレード充電技術が標準化され、より多くのデバイスに統合されること
で、私たちはより安全で効率的、そして持続可能なバッテリー駆動の未来を享受できる
ようになるでしょう。
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